
結果（年輪の幅）

・小野津は最小値が一番低い
・小野津の年輪幅の平均値は5,278mmで、4地点で最小であり、花良治の
年輪幅の平均値は6.597mmで、4地点の中で最大である
・小野津の最小値と最大値の差が大きい
・塩道は4地点の中で1番年輪幅のばらつきが小さい
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用語解説 喜界島 サンゴの年輪 完新世サンゴ礁段丘

ハマサンゴは成長に伴い骨格に年輪を形成する。年輪の幅が大きいほど年間の

成長スピードが早いということを示す。この特徴から、化石サンゴの年輪の幅

を指標として喜界島における気候の違いによるサンゴの成長スピードの差を調

査した。
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考察
● 小野津の年輪幅の平均が４地点の中でも最小であることから、小野津のハマサンゴの成長スピードが遅いことがわかる。
これは、喜界島は北・北西の風向頻度が多く（図4）北西に位置する小野津は、風による物理的破壊影響を多く受けることが考
えられる。

● 北東と南東の1年間の風向頻度は同じくらいだが、風速5m/s以上の風向頻度は北東の方が多い（図4）よって、南西方向に位置
する花良治より、北東方向に位置する早町の方がサンゴの1年あたりの成長量が小さいことから、強い風が影響すると考えた。

● 小野津の年輪幅の最小値と最大値の差が大きいことから、小野津は年によって気候が大きく変わることがあったと予想した
展望

今回は風向頻度との比較で行った。季節ごとの気温や水温も影響あるのではないかと考えたため、気温や水温も照らし合わせて
調査したい。喜界島の南西方向のサンゴの成長スピードをはかることができなかったため、計測したい。

方法

喜界島の4地点で時代がおおよそ同じとされる完新世サンゴ礁段丘から、塊状のハマサンゴ属化石を図4.に示す地点で採取した。
年輪を含むサンゴコア試料を入手するため，1.5インチのコアラーを接続した電動ドリルを用いて、湿式掘削によるコアリングを
実施した（図7）喜界島サンゴ礁科学研究所のCT装置（RF社Naomi-CT L）を用いて、サンゴコア試料のCT撮影を行い，
年輪を確認した。（図3）年輪の幅を画像処理ソフトウェアImageJ（Abramoff et al., 2004）を用いて計測した。
掘削した場所ごとで年輪を計測し平均を算出し比較した。
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仮説

喜界島の中でも北部と南部では
環境や気候が異なる。そのため、
サンゴの成長スピードは異なる
のではないかと予想した。
喜界島における2004年の風向頻
度は、北，北北西，北西の、こ
の三方向で33％を占めることを
示した。

風は波浪を起こし波はサンゴの
成長に影響を与えることが予想
される。そのため，気候に伴い
サンゴの成長スピードが異なり
サンゴ礁の発達も変化し，喜界
島の形にも影響してきたのでは
ないかと予想した。

図4..喜界島における2004年の風向頻度
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図9. 場所ごとの年輪の幅
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